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●
本
書
の
狙
い

　

中
国
（
竜
）
と
イ
ン
ド
（
象
）
と
い
う

二
大
国
が
依
拠
す
る
主
た
る
成
長
基
盤
は

製
造
工
業
、
知
識
集
約
産
業
と
異
な
る
も

の
の
、
両
国
と
も
に
も
の
す
ご
い
勢
い
で

成
長
を
続
け
て
い
る
。
中
国
は
短
期
間
に

世
界
の
工
場
に
な
り
、
世
界
中
を
安
価
な

工
業
製
品
で
あ
ふ
れ
さ
せ
て
い
る
。

二
〇
〇
六
年
の
輸
出
は
九
六
九
四
億
ド
ル

に
上
り
、
外
貨
準
備
は
一
兆
ド
ル
を
突
破

し
た
。
イ
ン
ド
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
コ
ー
ル
・
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
オ
フ
シ
ョ
ア
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
、
世

界
の
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
に
な
っ
て
い
る
。

　

中
印
両
国
の
世
界
経
済
へ
の
参
入
は

「
人
で
な
く
仕
事
が
引
っ
越
す
」
時
代
を

作
り
出
し
た
。
労
働
集
約
産
業
だ
け
で
な

く
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
の
仕
事
ま
で
中
印

を
中
心
と
し
た
発
展
途
上
国
に
移
動
し
て

い
る
。
中
印
両
国
に
よ
る
「
世
界
の
政
治

経
済
の
地
形
」
変
化
は
ど
こ
ま
で
続
く
で

あ
ろ
う
か
。
本
書
は
こ
の
よ
う
な
問
題
考

察
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
狙
っ
て
い
る
。

●
中
国―

世
界
の
工
場

　

中
国
は
輸
出
指
向
型
工
業
化
国
と
し
て

は
後
発
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
工
業

化
へ
の
強
い
意
欲
と
適
切
な
政
策
に
よ
っ

て
世
界
の
工
場
に
な
っ
た
。
外
資
導
入
の

た
め
政
府
は
税
金
な
ど
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
を
与
え
た
だ
け
で
な
く
製
造
業
の
誘
致

に
必
要
な
電
力
、
港
湾
、
鉄
道
、
道
路
、
空

港
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
し
た
。
そ
の

結
果
、
一
九
九
〇
年
に
は
五
〇
億
ド
ル
で

あ
っ
た
海
外
直
接
投
資
は
、
九
五
年
に
は

三
八
〇
億
ド
ル
に
跳
ね
上
が
り
、二
〇
〇
五

年
に
は
六
〇
〇
億
ド
ル
に
達
し
た
。

　

中
国
は
近
代
化
へ
の
強
い
意
欲
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
、
開
発
途
上
国
と
し
て
の
安

い
労
働
力
と
最
先
端
に
近
い
技
術
と
輸
出

に
有
利
な
イ
ン
フ
ラ
を
結
び
つ
け
る
こ
と

が
で
き
た
、
と
著
者
は
中
国
政
府
の
経
済

管
理
能
力
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
中
国

は
輸
出
指
向
型
の
工
業
化
に
必
要
な
好
循

環
を
作
り
出
し
、
他
の
発
展
途
上
国
の

ず
っ
と
先
を
走
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、「
イ

ン
ド
な
ど
は
外
資
を
引
き
つ
け
る
組
み
合

わ
せ
を
全
て
揃
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
」

と
い
う
。

　

世
界
中
に
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
チ
ャ
イ
ナ

の
工
業
製
品
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

「
中
国
の
輸
出
企
業
ト
ッ
プ
二
五
の
う
ち
、

中
国
の
会
社
は
四
社
し
か
な
い
。
外
国
企

業
お
よ
び
外
国
と
中
国
の
合
弁
企
業
と
で
、

二
〇
〇
五
年
の
ハ
イ
テ
ク
輸
出
の
八
八
％

を
占
め
て
い
る
」。
実
際
の
と
こ
ろ
、「
メ

イ
ド
・
イ
ン
・
チ
ャ
イ
ナ
」
の
本
当
の
意

味
は
「
ア
メ
リ
カ
製
の
メ
イ
ド
・
イ
ン
・

チ
ャ
イ
ナ
」
ま
た
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
の

メ
イ
ド
・
イ
ン
・
チ
ャ
イ
ナ
」
で
あ
る
こ

と
が
多
い
。

　

中
国
の
工
業
力
に
関
す
る
著
者
の
評
価

は
、「
数
字
を
見
る
と
中
国
は
強
い
と
錯

覚
す
る
が
、
こ
の
国
は
見
か
け
程
強
く
な

い
」
と
い
う
留
保
付
で
あ
る
。

●
イ
ン
ド―

世
界
の
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス

　

イ
ン
ド
は
ラ
ジ
ブ
・
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
殺

害
（
一
九
九
一
年
）
と
ソ
連
邦
の
崩
壊

（
一
九
九
一
年
）
で
「
社
会
主
義
型
社
会
」

の
呪
縛
か
ら
や
っ
と
解
き
放
た
れ
、
自
由

主
義
経
済
に
向
け
て
舵
を
切
る
こ
と
が
で

き
た
。
と
は
い
え
イ
ン
フ
ラ
へ
の
投
資
を

怠
っ
て
き
た
た
め
、
道
路
、
鉄
道
、
港
湾
、

電
力
な
ど
が
不
足
し
て
お
り
、
中
国
の
よ

う
な
輸
出
指
向
型
工
業
化
は
す
ぐ
に
は
で

き
な
い
。
イ
ン
ド
の
強
み
は
理
数
系
学
生

の
数
の
多
さ
と
英
語
教
育
で
あ
り
、
そ
れ

を
生
か
し
た
知
識
集
約
型
の
産
業
が
発
展

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

イ
ン
ド
人
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
プ
ロ

グ
ラ
マ
ー
は
ア
メ
リ
カ
人
の
数
分
の
一
の

給
与
で
働
く
の
で
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｉ
Ｔ
企

業
は
そ
の
仕
事
を
イ
ン
ド
企
業
に
外
注
し
、

や
が
て
事
務
所
を
イ
ン
ド
に
移
す
オ
フ

シ
ョ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。
イ
ン
ド
人
プ

ロ
グ
ラ
マ
ー
に
対
す
る
膨
大
な
雇
用
機
会

が
生
ま
れ
た
。
イ
ン
ド
人
の
英
語
力
を
利

用
し
た
コ
ー
ル
・
セ
ン
タ
ー
も
多
く
作
ら

れ
た
。
製
薬
会
社
の
新
薬
の
実
験
、
法
律

事
務
所
の
判
例
調
査
な
ど
も
イ
ン
ド
に
発

注
さ
れ
て
い
る
。

　

イ
ン
ド
は
い
ま
や
欧
米
の
バ
ッ
ク
オ

フ
ィ
ス
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
知
識
産
業
が
イ
ン
ド
で
成
功

し
た
理
由
と
し
て
、
①
イ
ン
ド
の
悪
名
高

い
お
役
所
仕
事
か
ら
比
較
的
自
由
で
あ
っ

た
こ
と
、
②
工
業
化
の
よ
う
な
イ
ン
フ
ラ

が
必
要
な
い
こ
と
、
③
製
品
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
と
電
話
線
と
衛
星
リ
ン
ク
で

送
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
だ
と
、
著
者
は

い
う
。
知
識
集
約
産
業
は
悪
名
高
い
労
働

運
動
に
妨
害
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

●
米
中
印
に
よ
る
世
界
支
配
は
来
る
か
？

　
「
中
国
は
世
界
の
工
場
と
な
り
、
ア
メ

リ
カ
は
世
界
の
購
買
者
に
な
り
、
イ
ン
ド

は
世
界
の
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
に
な
り
つ
つ

あ
る
。」
中
国
と
イ
ン
ド
は
高
度
成
長
を

続
け
、
ア
メ
リ
カ
と
並
ぶ
経
済
大
国
に
な

る
だ
ろ
う
と
著
者
は
展
望
す
る
。

　

印
中
は
一
〇
％
前
後
の
成
長
率
を
続
け

て
お
り
、
こ
の
ペ
ー
ス
を
一
〇
年
、
二
〇

年
と
維
持
で
き
れ
ば
間
違
い
な
く
ア
メ
リ

カ
に
並
ぶ
経
済
大
国
に
な
り
、
米
中
印
三

大
国
に
よ
る
世
界
経
済
支
配
が
実
現
し
よ

う
。
著
者
の
未
来
図
は
か
な
り
楽
観
的
で

あ
る
。
そ
れ
ま
で
に
成
長
の
制
約
要
因
は

で
て
来
な
い
だ
ろ
う
か
。
資
源
と
環
境
が

大
き
な
制
約
要
因
に
な
る
こ
と
は
一
般
に

指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
著
者

も
強
調
し
て
い
る
。
す
で
に
大
気
汚
染
、

水
不
足
な
ど
の
環
境
汚
染
が
深
刻
化
し
て

い
る
が
、
そ
れ
ら
の
問
題
は
克
服
可
能
と

見
て
い
る
。

（
は
ま
う
ず　

て
つ
お
／
広
島
大
学

名
誉
教
授
）

浜
渦
哲
雄

新
刊
紹
介

ロ
ビ
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・
メ
レ
デ
ィ
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著
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太
田
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子
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丸
川
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裕
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『
イ
ン
ド
と
中
国―

世
界
経

済
を
激
変
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せ
る
超
大
国
』
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